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霞ヶ浦漁業の展開構造と存立条件に関する研究

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1960年 25．5 13．1 59．7 10．8 29．5
1970年 27．2 14．5 39．4 22．6 38．0
1980年 32．3 15．8 23．5 26．8 49．7
1990年 35．4 17．9 12．2 32．3 55．5
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~q)f~q) ~ ~~; 
~q)f~ (~~+~:~)tL) 
~~ 
1 963 1968 1973 1978 1983 1988 1993 1998 
(~lE) 
~l2-5 ~(r~~IC~3(t~~~~~~~~U~tt~*~~(~~O)~~t*~lE~~";~'(t 




1968年265 454 413 286 249 選667 879
1973年163 729 278 274 1444 916
1978年115 174 347 288 276 1200 715
1983年 40 114 193 313 252 912 533
1988年 49 99 157 265 293 863 471
1993年 27 58 葉07 179 321 692 391
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1968 1973 1978 1983 1988 1993
田伏 大和 田伏 大和 田伏 大和 田伏 大和 田伏 大和 田伏 大和
20才以下 2 O O 1 0 0 0 0 0 0 0 0
21～25才0 2 4 0 1 2 0 o 0 0 0 O
26～30才1 1 1 2 6 1 3 2 0 0 0 O
31～35才4 9 3 2 2 4 9 1 4 2 0 1
36～40才9 15 5 9 5 4 3 4 9 2 4 2
41～45才13
』謎　7 8 16 7 10 10 7 5 3 10 2
46～50才8 6 一15 7 7 15 12 12 10 8 一7 2
51～55才10 5 7 7 14 6 5 14 11 11 13 7
56～60才7 9 6 4 4 6 8 7 6 16 10 10
61～65才2 1 7 5 6 2 4 3 8 6 4 16
66～70才o 0 1 1 4 3 3 2 3 2 4 4
71才以上 0 0 o 0 0 1 0 3 2 2 4 2
免許者数計 56 55 57 54 56 54 57 55 58 52 56 46




























~~3-2 A7k~~ IC'k~~1 f ~~~l;~.~~0):F~1~IE~=~~~:~~:~F~'f~; 
~~~ : r ~~;~~X;~J f~A7k~7k~~(~~~~J;V~~~~uf~,~. r;~~;~SZ~:~J ;~(. r~o)f~cDF~{~~J 
~XV~i~~~:. ~~~~ir;~i'~t~~:7k~~~:~~F~,~ ~~~~:~ir,;~i'~t;~~;~.~:=~~',~~~~~:~:~~~i (1979) . 
p~,~ ~~I~~~ir?~~dt?~:~~.~~l~{~~*.~i==~~~~i (1968) I J;Vf~,~~ 





1960年 179．0 139．2 コ77、2
1970年 277．3 262．0 274．1
1980年 388．1 323．8 370．9
1990年 468．4 440．5 465．4






















































































































































































































































































































































































































































































































































原料魚種 品目 霞ケ浦漁法 霞ケ浦期
　国内
産地産 中国産 販売市場
ワカサギ 煮干 ワ 7～8 △ 一 地元専門店
佃煮類 ワ 9～11○ △ 束京佃煮店・地元専門店
一 ｝ 一 ○ スーパーマーケット
焼物類 ワ 11～12O △ 東京佃煮店・地元専門店
シラウオ 煮干 ワ 8～12 一 ○ 地元専門店・県内スーパーマーケット
ハゼ類 佃煮類 ワ・イ・張 6～12一 ○ 東京佃煮店・地元専門店・スーパーマーケット
テナガェビ 煮干 ワ 9～12一 一 地元専門店
大手食品メーカー（冷凍食品のかやく）
佃煮類 ワ 9～12 一 一 東京佃煮店・地元専門店・スーパーマーケット
イ・張 6～7 一 ○
焼物類 イ・張 6～7 一 △ 東京佃煮店・地元専門店
イサザアミ 煮干 イ 3～5 O 一 餌問屋・養殖業者
佃煮類 イ 5～6 △ 東京佃煮店・地元専門店
一 一 O 一 スーパーマーケット
その他 佃煮類 一 一 O O 東京佃煮店・地元専門店・スーパーマーケット
焼物類 一 一 O O 東京佃煮店・地元専門店
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1992年6月11日69 38 131 イサザアミ17kg 2．2 7．7 6月11～14日
6月18日 271 203 68 イサザアミ17kg U．9 4．0 6月15～24日
6月30日 96 69 27 イサザアミ17kg 4．！ 1．6 6月25～30日
1994年6月3日73 29 44 イサザアミ10kg 2．9 4．4 5月19～6月4日
6月6日 113 40 73 イサザアミ10kg 4．0 7．3 6月5～10日
6月14日 42 34 8 イサザアミIOkg 3．4 0．8 6月11～18日
1995年6月3日161 137 24 イサザアミ20kg 6．9 ！．2 5月17～6月7日
93 23 70テナガエビ＋ハゼ類20㎏ 1．2 3．5 5月17～6月7日
6月12日 81 43 38 イサザアミ20㎏ 2．2 1．9 6月8日～17日
339 31 308テナガエビ＋ハゼ類5kg 6．2 61．66月8日～17目
6月22日 10 3 7 イサザアミ10kg 0．3 0．7 6月18～29日
102 13 89テナガエビ＋ハゼ類7kg 1．9 12．7 6月18～29日
1996年6月3日！04 72 32 イサザアミ5㎏ 14．4 6．4 5月20～6月6日
6月10日 168 7 161 イサザアミ5㎏ 1．4 32．2 6月7～14日
6月20日 83 34 49 イサザアミ5㎏ 6．8 9．8 6月15～23日
346 69 277テナガエビ＋ハゼ類8．5㎏ 8．1 32．6 6月4～23日
6月27日 156 154、 2 イサザアミ5㎏ 30．8 0．4 6月24～7月9日
337 53 284テナガエビ＋ハゼ類13㎏ 4．1 21．86月24～7月9日
1997年6月2日178 5 173 イサザアミ16㎏ 0．3 10．8 6月2～5日
6月10日 195 23 172 イサザアミ12kg 1．9 14．3 6月6～14日
176 15 ！61テナガエビ＋ハゼ類14㎏ 1．1 11．5 6月2～14日
1998年5月30日98 48 50テナガエビ＋ハゼ類11㎏ 4．4 4．5 5月21～6月2日
6月5日 36 20 16 イサザアミ12kg 1．7 1．3 6月4～16日
1999年6月1！日　一■40 65 75 イサザアミ24kg 2．7 3．1 6月6～14日




















199219388．02879．1 14．8 790．4 210．5 26．6
199412126．22847．6 23．5 517．0 188．5 36．5
19957519．1 767．3 10．2 350．5 93．8 26．8
19968020．7 2547．3 31．8 463．3 268．4 57．9
199710831．73518．5 32．5 465．2．　230．9 49．6
19984898．4 1089．7 22．2 251．8 76．8 30．5






















1992 1032 1200 16916 92518
1994 689 800 111 16 14048
1995 414 531 11728 16527
1996 456 796 34075 61955
1997 齢639 949 30948 283811
1998 189 264 75 40 12376

















1998 5666 7921 2256
1999 1697 2690 994
（註）年間水揚金額は茨城県農林水産統計年報より作成。
　　Bは表5－9－1の「増加率』から求めた。
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第6章　総合考察
　本論文は以上5章にわたる実証分析を通じて、1960年代から現在に至るまでの霞ヶ浦
漁業の展開構造と存立条件にっいて検討してきた。最終章である本章では以上の分析結果
と要点を整理しつつ、総括的な検討を加えて序章で示した課題を解題するとともに、それ
をふまえて今後の霞ヶ浦漁業の展望と課題について言及する。
L　霞ヶ浦漁業の展開構造と存立条件
　1960年代以前の霞ヶ浦漁業は、霞ヶ浦の資源利用の中心に位置し、主な漁獲物である
ワカサギは加工業者によって煮干しに加工され、それを必須タンパク質として沿岸域住民
が消費するといった、霞ヶ浦と漁業者一加工業者一地域住民との間に密接な関係が存在し
ていた。それが1960年代に始まった一連の地域開発により、霞ヶ浦における「自然と人
間と社会との関係」は一変し、それに包括されるr水産資源と漁業者と水産物市場との関
係」も著しく変貌してきた。寺西（1996）は環境問題を自然と人間と社会の関係性に着
目し、関係性の1）撹乱、2）歪み、3）破壊、4〉崩壊という段階を経ていくとする「四
段階仮説」を提議しているが（1〉、霞ヶ浦漁業はまさにこの四段階を経て展開してきたと
いえる。
　1960年代は、漁業以外の産業が霞ヶ浦との関わりを強めていくなかでそれまでの関係
にr撹乱jが生じる。当初治水を目的に建設された常陸川逆水門は、鹿島開発やつくば研
究学園都市の建設といった都市化・工業化政策が立案されるなかで、その目的は利水へと
変わり、霞ヶ浦の資源利用の中心は漁業による水産資源利用から工業・農業・地域住民に
よる水資源利用へと変化していくこととなる。そして1960年代後半から富栄養化が進行
し、1967年には主漁業対象種がワカサギから地元需要の少ないテナガエビヘと変化する
と、産地市場における土浦資本の影響力は弱まり、水産加工業者は独自の事業展開を見せ
るようになる。また、そのなかで霞ヶ浦の漁業は水産加工業者による市場対応型漁業へと
移行していった。漁業は、帆曳き網からワカサギシラウオ曳網への転換によって単身操業
が可能となり、操業上また制度上は後継者が漁業に参入することが困難になったが、無許
可操業という形で参入している。
　1970年代には2つのr歪み」が生じる。一っは周辺地域における都市化・工業化が本
格化し、人口増加、産業構造の高次化、地域内総生産の増加と地域経済が成長をとげてい
くなかで、それらからの栄養塩類が多量に流入し、自らの排水で飲み水となる霞ヶ浦の水
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質を悪化させているという「歪み」である。全窒素・全リン・CODはいづれも水質環境
基準を大きく上回り、アオコの大量発生や養殖コイの大量弊死など「目に見える」湖沼環
境の悪化とその被害が起きている。またアオコの大量発生によりワカサギに臭いがっき、
それによって製造される煮干しの価格が半値以下に大暴落し、地元需要の減退に拍車をか
けた。そしてもう一つは富栄養化が進むなかで漁業生産は増大するが、それが漁業の発展
には結びつかないというr歪み」である。テナガエビ・ハゼ類の漁獲量の増加により出漁
日数と漁業所得は増加したものの他産業所得を含めた総所得は減少し（表3－2）、漁家後
継者は他産業へ流出している。また、漁家後継者の他産業への流出は、周辺地域における
労働市場の拡大、市場対応型漁業への移行にともなう無許可操業の制限、漁場環境の悪化
による予見としての漁業の先行き不安、も要因となっている。そうした中で水産加工業者
は販路を拡大しつつ、不足原料は国内他産地からの移入により補完し経営の安定化をはか
る一方で、漁業者はテナガエビ・ハゼ類の増加に対応してイサザゴロ曳網の網巻機を改良
して漁業生産の安定をはかっている。
　1980年代は、常陸川逆水門の閉鎖時間の増加により湖内の基礎生産量が減少し、漁業
生産は減少傾向に転じる。1985年にワカサギシラウオ曳網が4トン以下・10馬力以下
から2．5トン以下・25馬力以下に漁業調整規則が改訂されると、夫はワカサギシラウオ
曳網を単身操業し、妻はパートに従事するという就業形態が一般化し、それにより漁家所
得の安定をはかっている。1980年代半ばからは中国産原料が輸入されるようになり、水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●産加工業者の経営形態はスーパーマーケットを主販路とした移入・輸入原料依存型と東京
の佃煮店や地元専門店を主販路とした地元原料依存型に分化し、前者は地元水揚条件に制
約されないr脱資源型」加工業へと展開していく。
　1990年代は、さらに漁業生産の減少傾向が強まる一方で、移入・輸入量は霞ヶ浦の漁
獲量よりも多くなるまでに増加している。r脱資源型」の水産加工業者の成長はいうまで
もないが、地元原料依存型の水産加工業者も多種多量そして高品質な輸入原料を調達する
ことが可能になったことから、地元水揚げの減少分をそれにより補完し経営の安定化がは
かられている。現在のところ中国産の輸入量増加によって実質価格に影響が出ているのは
シラウオのみであるが、他の魚種についても中国産原料の価格が霞ヶ浦産の価格上限値と
して制約的影響を及ぼしているといえる。またワカサギとテナガエビは、中国産の輸入量
増加は価格面においては影響はないものの、資源の有効利用における漁業方策の限界を規
定している。こうしたなかで漁業者は若い年代のものほど、収入面において他産業所得が
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主であるものが多くなり、逆に高齢のものは個人として見れば、漁業所得が主であるもの
の、世帯としては他産業に就業している息子が家計中心者となっており、漁業を主として
生計をたてている漁家は皆無に等しい状況になっている。このように1990年代は漁業者、
水産加工業者とも霞ヶ浦との関係が希薄化してきている。
　以上の霞ヶ浦漁業の展開構造を模式図にしたのが図6－1である。地域外から霞ヶ浦へ
の関わり方が強まるなかで、1960年代以前に存在していた霞ヶ浦と漁業者一加工業者一地
域住民との問に密接な関係は崩れていき、漁業者、加工業者、地域住民とも地域外との関
わりが強まる一方で霞ヶ浦との関係は希薄化している。このように霞ヶ浦を取り巻く資源
環境条件、社会経済条件、水産物市場条件がそれぞれ連関をもちながら変化してきたなか
で、霞ヶ浦漁業は閉塞的な展開進路を歩んできたといえる。
　では、こうした現状において、漁業が維持存続していく可能性はあるのだろうか。第3
章で述べたように今後、高齢の漁業者が順次引退していくに従って漁業者は減少していき
現在最も若い40代の漁業者が引退すると漁業者は皆無となる。一方、水産加工業者は一
定の淘汰はあると思われるが、r脱資源型」の水産加工業者やr地元原料依存型」水産加
工業者のなかでも上層経営体は今後も存続していくことは問違いない。これらの水産加工
業者は霞ヶ浦産原料への依存度が低下しているとはいえ、ワカサギ、テナガエビの稚エビ、
ハゼ類、イサザアミは移入・輸入原料との価格差が少なく、またその販路が確保されてい
ることから、霞ヶ浦の漁獲量が増加すれば価格上限値や利用の制約はあるにせよ漁業生産
の増大は可能である。r漁獲量が増加すれば漁業生産は増大する」これは当然のこととい
えるが、霞ヶ浦の漁業対象種のようにマイナーでローカルな商品は販路が確保されていな
ければそれを実現することはできないのである。ただし、漁獲量が増加しても漁業の担い
手の問題はある。最も若い40代の漁業者の子供もあと数年で就業年令に達する。水産加
工業者の中にはこうした状況を回避するために、自ら許可を得ているもののあり、また現
在は他産業に勤めているが許可をもっているものもあり、漁業生産が増大すれば漁業は維
持・存続していく可能性は十分ある。
　以上、霞ヶ浦漁業の展開構造と存立条件について述べてきたが、霞ヶ浦漁業の展開構造
や存立条件には地域固有の要因が多く、本論文の結論をもって普遍的な漁業構造論との関
連から議論することには勿論限界があるが、日本の沿岸漁業において漁場環境の人為的改
変によって漁業生産や漁業構造が変質したところは多く、なかでも瀬戸内海12）、伊勢湾13）
といった内湾漁業では霞ヶ浦と同様の諸相が見られ、また輸入水産物の増加と末端小売業
122
者主導の流通構造の形成による水産物市場の変化は、むしろ霞ヶ浦のような市場規模が零
細な産地よりも、大規模産地における水産物の価格形成におおきな影響を及ぼしていと考
えられる14）。言い換えれば、20世紀後半から沿岸漁業の展開構造に影響を及ぼしてきた
構造的問題は零細な霞ヶ浦漁業においても見られるということ、そしてまさに沿岸漁業の
衰退の縮図ともいえる霞ヶ浦漁業においても漁業が維持発展していく可能性はないとはい
いきれないということである。
2．展望と課題
　すでに漁業と水産加工業の展望と課題については上述したので、ここでは湖沼環境の今
後の展望と課題を述べて本論文を終わりにしたい。
　現在、霞ヶ浦では、第1章でも述べたように水質保全を主目的に霞ヶ浦導水事業や多
自然型湖岸などの建設が進められているが、これらは環境保全と相反するものではないに
せよ、これまでとは異質な湖沼環境の人為的改変によって生物相及び漁獲物組成はさらな
る変化を遂げることになるであろう。今後もこれまでと同様にrその時代の人問社会が霞
ヶ浦に何を求めるか」によって湖沼環境は変化していくと考えられ、それが漁業にとって
望ましい状態であるか否かは現時点において予測することは不可能であるが、いずれにし
ても漁業は漁業対象種の量的質的変動に対応していかざるを得ない。近年においても水産
加工業者が中心となって殆ど利用されていなかったレンギョやペヘレイの新規需要を開拓
するなど、霞ヶ浦漁業の新たな展開の可能性を模索している。
　ところで、これまで霞ヶ浦の漁業者は地域開発による湖沼環境の改変をなすすべもなく
受け入れてきたわけではなく、常陸川水門の建設反対や開放を求めてきたし、1960年に
計画された高浜入干拓は米の生産過剰という社会状況の変化があったにせよ、漁民と周辺
住民の反対運動によって着工を阻止し続けたことが計画中止に結びついたといえる。現在
行われている環境保全事業に対しても、漁業サイドから漁業が求める環境とその環境によ
って如何なる漁業振興・地域振興が実現可能なのかを提示していくべきであると考えられ
る。ただし、例えば水質保全対策事業は水質目標値を設定しそれを実現するための具体的
な施策（下水道整備、排水規制など）を提示することが可能であるが、漁業が求める環境
を具体的に設定しそれを実現するための施策を提示することは困難であり、また施策によ
ってそれが実際に実現しうるのかといった問題もある。さらに、現在霞ヶ浦で行われてい
る環境保全を目的とした諸事業の実態を見ると、そこまで「トータルな」生態学的復元（5）
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を事業主体が望んでいるのかといった疑問ももつ。近年、地球環境に対する社会的関心が
強まっているが、社会的に求めれれる自然環境の中で漁業は維持・発展していけるのかを
熟考する必要があると考えられる。
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